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Web はここ ， 年ほどの間に急速に広まった
キーワードの一つである．Web は一つの標準を表
しているわけではなく，また一つの技術を表しているわ
けでもない．Web の発展における現時点で利用可能な
技術，活用のためのアイデア，ビジネスモデルなどを集
めて整理したものである． Tim O Reilly 氏が 年
月に発表した論文（ ）では，最近のWeb の世界での成功
事例から共通点を抽出，整理し，Web の概念が示
された．それによると，Web に含まれるキーワー
ドは「プラットホームとしてのWeb」，「ロングテール」，
「Wiki」，「ブログ」，「SNS（Social Networking Service）」，
「AJAX（Asynchronous JavaScr ipt＋XML）」，「RSS（RDF
Site Summary あるいは Really Simple Syndication などの
略称）」など多種多様である．
本稿ではまずWeb の一つの成功例を分析し，成
功要因を抽出する．それを元にWeb の基本的な考
え方を定義する．その定義に基づいてWeb に含ま
れるキーワードを分類・整理し，それぞれのキーワード
の意味を解説していく．

Web の成功例の分析

ここでは一つの成功例として Google 社の AdSense（ ）

を分析し，成功要因を抽出する．
Google は Web の検索を行う Web ページを提供して

いる．利用者が検索を行うと，検索されたキーワードに
応じて適した広告が検索結果とともに表示される．利用
者にとって興味のある広告が表示され，結果として広告
のクリックレートを上げることに成功している．
ここで一つの課題が生じる．実際には Google 以外に
もWeb の検索機能を提供するサイトは数多くある．例
えばYahoo を検索エンジンとして使う利用者にとって，
Google の検索ページを訪れる可能性は低い． Google が
集めてきた広告をその利用者が見る可能性も低くなる．
つまり Google の Web 検索を利用する者にしか Google

が持つ広告は閲覧されないことになる．
その解決策として， Google は個人や企業が自分の持
つ Web ページやブログのページに Google の提供する
コード断片を挿入することによって，そのページに適し
た広告がそのページ上に自動的に表示される AdSense

と呼ばれる仕組みを考案した（図 ）．
AdSense によって， Google の持つ広告データを
Google の Web ページ上だけでなく， Web 上のあらゆ
るページ上に表示することができるようになった．
AdSense は広告を載せたページから広告がアクセスさ
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方を「Web という“プラットホーム”上に公開された“競
争力のあるデータ”への“アクセス性を高めるための技
術”及び“ユーザの参加を促し”，“ユーザの多様性に対
応する”ビジネスモデル」と定義する．その定義に基づ
きWeb に含まれる要素を図 のように分類した．
以降の章で，それぞれのカテゴリーに関しての解説を
行っていく．

プラットホームとしてのWeb

ブロードバンドネットワークの普及，携帯端末の IP

化，家電や自動車など一般機器からのネットワークへの
参加など，Web に参加する人及びデバイスは爆発的な
勢いで増加している．人やものが集まることにより，そ
れらを対象とした様々なサービスやビジネスがWeb 上
に出現している．人がWeb ページを見て情報を得ると
いう従来からのもの，人ではなくプログラムを対象にし
たサービス，簡単にWeb 上に情報を発信できる仕組み，
人の間のコミュニケーションを補助するサービスなど，
日々新しいサービスが登場している．もはやWeb は単
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れるとそのページの所有者が報酬を得られる仕組みも提
供する．これによって，自分のページに広告を載せよう
という参加者を増大させることにも成功し，そのことは
また広告主の増大にもつながった．
AdSense の仕組みにより，広告データという Google

の持つデータがWeb 上のあらゆるユーザによってアク
セスされる可能性を高めることに成功している．
この成功例から，次のような成功要因が抽出される．

・広告という競争力のあるデータを持っていること
・簡単なコード断片により広告データへのアクセスを
可能にしたこと

・ページの所有者を参加させ，広告を掲載させたこと
・無数の小規模な広告主にも広告を出せるようにし，
多様なユーザに対応したこと

Web のキーワードの分類

AdSense の成功例はWeb の持つ基本的な要素を
含んでいると考え，本稿ではWeb の基本的な考え

図 Google AdSense Google の Web ページだけでなく任意のWeb ページにGoogle の
持つ広告データの中から最適な広告を検索し表示することができる．

図 Web の分類 Web のキーワードを分類する．



なる情報発信の場ではなく，人やデバイス，サービスな
ど様々なものがWeb に参加し，有機的に結合し得るプ
ラットホームとなっている．
Web をプラットホームとして見ると，それを一つの
巨大なコンピュータシステムとして見ることができる．
コンピュータはその上にオペレーティングシステム
（OS）を置き， OSの提供するサービス（API：Applica
tion Programming Inter face）を利用したアプリケーショ
ンが存在し，利用者はアプリケーションを介してコン
ピュータ上の資源にアクセスする．Web のプラットホー
ムでは，Web 上に多数存在するサービスやそれらを組
み合わせたサービスを介して，人間やデバイスがWeb

上のデータにアクセスすることによって成り立っている
ととらえることができる（図 ）．
単純なコンピュータシステムとの大きな違いは Web

が地球上に一つだけのプラットホームとして存在してい
ることである．すべての人やデバイス，サービスは一つ
のプラットホーム上に存在しているのである．

ロングテール

既存の多くのビジネスは全商品の中の一部の販売数量
の多い商品の売上げによって成り立っているといわれて
いる（パレートの法則）．しかし，広大なプラットホー
ムであるWeb の世界では，一つ一つを取ると販売数が
少ない商品の数が非常に多くなり，総販売量の中でも大
きな部分を占めるようになると考えられている．この非
常に数が多くなる部分をロングテールと呼ぶ（図 ）．
ロングテールに存在する無数の少数派が参加すること

によって新しいビジネスモデルが創出される．
Google AdSense はロングテールの参加者を取り込ん
でいる成功例である．Web 上のオンライン書店である
Amazon では通常の書店には置けないほど需要の少ない
書籍でも購入することができる．このような書籍の売上

げが書籍売上げ全体の を占めるという（ ）．一つ一つ
では少数しかアクセスされないようなデータでもそれが
多数集まれば大きな価値を生み出すことが分かる．

参加型アーキテクチャ

Web 上の百科事典として有名なWikipedia（ ）は複数の
人間が自由にWeb 上に置かれたページの編集を行うこ
とが可能な技術であるWiki を活用することによって，
だれもが内容を更新することを可能としている．つまり
Wikipedia の利用者自体がWikipedia の筆者となり内容
を追加したり変更したりすることが可能となっており，
利用者が増えれば増えるほど，Wikipedia の内容が拡充
されていくという状況を作り上げている．結果として少
数の著者によって執筆される通常の百科事典では考えら
れないスピードで内容が拡充されている．
このようにWeb では従来に比べてはるかに多い

利用者の参加によって価値が生み出されるといえる．

デ ー タ

Web ではデータが非常に重要視される．競争力
のあるデータ（コアデータ）を持ち，それをWeb の世
界で公開し，ロングテールからのアクセスを大きく増や
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図 プラットホームとしての Web Web を仮想的なコンピューティングプラット
ホームとして活用する．

図 ロングテール 少数の多数派に対して，無限に多い少数
派がその後ろに長く伸びている．



すことによって利益が得られることになるからである．
例えば， Google の持つ広告データや Amazon の持つ書
籍に関するデータはコアデータの例である．
データの別の形態にブログやWiki， SNS に保持され

る情報がある．これらの情報は利用者自身によって蓄積
されるという特徴を持っている．Wikipedia では大勢の
参加者によってデータの更新が行われ，データの価値が
量的にも質的にも高まっていく．質の高いデータが大量
に集まることによって集合知と呼ばれるデータ集合が形
成され，そのサイトの全体の価値も高まっていき，更に
利用者が増えるという好循環が生まれる．

データへのアクセス技術

ここまでに述べてきたとおり，Web の世界では
持っているデータに対して極めて多くのユーザがアクセ
スすることによって価値が生み出される．そのためには
データへのアクセスを促進するための技術が重要とな
る．アクセス技術に分類される技術は多数のユーザの参
加を促す技術である．ここではその技術の中から，代表
的な要素である Web API， AJAX， Wiki／ブログ／
SNSに関して紹介する．

Web API とマッシュアップ

Web 以前の Web では情報は通常 Web ページを
通して提供される．人間がWeb ページに表示された情
報を閲覧し，次のWeb ページへ移動して情報を処理し
ていくといったことが行われてきた．Web では情
報を Web ページとしてだけではなく， Web API とし
て提供することが広く行われている．Web API の形で
提供されることによって，プログラムから情報へのアク
セスが容易になり，新たなアクセス方法を提供できる可
能性が広まる．
例えば， Amazon では自社の Web ページによって書

籍の販売を行っているが，その書籍情報や購買サービス
をWeb API からもアクセスできるようにしている．そ
の結果， Google AdSense での成功例と同じように自社
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のサイトだけでなく Web 上の様々なページやアプリ
ケーションからAmazon のデータへのアクセスが可能と
なっている．
一つのWeb API を利用するだけでなく，複数のWeb

API を組み合わせることによる新たなアプリケーション
の構築も可能となる．これにより，今まで人がWeb ペー
ジを渡り歩いて行っていたことを，プログラムによって
自動化することが実現できる（図 ）．
このようにWeb API を組み合わせて新たなサービス

を構築することをWeb では「マッシュアップ」と
いう言葉で呼んでいる．
Web API の実装として従来は WSDL（ ）によってサー
ビスのインタフェースを定義し， SOAP（Simple Object
Access Protocol）（ ）によってサービスを呼び出すことが
一般的であった．Web では HTTP で単純なリクエ
ストパラメータをサーバに送信し， XML あるいは
JSON（JavaScr ipt Object Notation）（ ）と呼ばれるデータ
フォーマットなどで情報を受け取るシンプルな方式が採
用されることが多く，WSDL や SOAP などは必要とし
ない．そのため，Web ブラウザ上で JavaScr ipt を利用
して HTTP プロトコルでサービスを呼び，戻ってきた
XML や JSON のデータを処理するといったことが容易
に実現できる．このように HTTP を活用してWeb API

を実現する方式は REST（Representational State Trans
fer）（ ）を活用したWeb API と呼ばれ，単に REST サービ
スと呼ばれることもある．この REST を活用した Web
API によって，それを活用するアプリケーションが増加
し，それらのアプリケーションを介して多数の利用者が
データを活用できる．結果として参加者が増加すること
になる．

AJAX

AJAX とは Web ブラウザ上で JavaScr ipt を利用して
非同期にサーバから XML 形式のデータを受け取り，
ページ遷移なしに画面を部分的に更新する手法の総称で
ある（図 ）．ただし，AJAXという名の特定の要素技術が
存在するわけではない．しかも，AJAXに使用されるのは

図 Web API による自動化 サービス化することによって人間の負担が軽減
される．サービスの使い勝手が向上し，サービスの利用者が増える．



HTML DHTML XML JavaScr ipt DOM XMLHttpRequest（ ）

といった 年代から利用可能であった技術ばかりで
ある．しかし， Google の GMail や Google Maps のよう
な従来のWeb アプリケーションにはなかったリッチで
軽快な操作感を多くのユーザが体験し， 年 月に
Jesse James Garrett 氏のエッセイ（ ）でそれらの手法に
AJAXという名前が与えられたことにより，一躍脚光を
浴びるキーワードとなった．
AJAXは優れた応答性・操作性を外部プログラムのイ

ンストールなしにWeb ブラウザだけで実現した点に意
味がある．つまり，ブラウザさえあればだれでも手軽に
リッチなユーザインタフェースでデータへアクセスする
手段が実現したのである．更に，サーバからデータだけ
を受け取って JavaScr ipt で加工して画面を更新するとい
う手法は，複数のサービスを組み合わせるマッシュアッ
プの実現にも適しており，魅力的な応用事例が次々に登
場している．こうして AJAXは Web において幅広
いユーザ層を引き付けるのに欠かせない要素となってい
る．

Wiki／ブログ／SNS

Wiki は Web ブラウザを使ってユーザが自由に Web

ページのコンテンツを作成 編集することを可能にする
システム，ブログは主に個人が随時更新するWeb 上の
記事や日記， SNSは参加者がWeb 上で交友関係を広げ
ることを目的に開設される会員制のサービスである．い
ずれもユーザがコンテンツを作成するという特徴があ
る． CGM（Consumer Generated Media）とも呼ばれ，
消費者自身が情報の発信者になる形態である．サイトの
運営側が何もしなくてもデータが蓄積され，しかも参加
者が多ければ多いほどそのペースが加速し，データの価
値も高まっていくという興味深い性質がある．Wiki／
ブログ／SNS はいずれもWeb ブラウザだけでコンテン
ツの作成と発信を可能にしたことで，コンピュータユー

ザではなかった一般大衆をも参加させるWeb の大
きなけん引力となった．

データの整理技術

データが重要になってくると，データの意味を表すメ
タデータも重要になってくる．例えば RSS はサイトの
情報を定義するメタデータであり，既に広く活用されて
いる．また，タグと呼ばれる簡易のメタデータによって
データを分類することはタギングと呼ばれ， Web

の世界ではデータの整理のために広く行われている．こ
こではデータを整理するためにデータの意味を記述する
メタデータに関する技術を紹介する．

RSS

RSS とは複数のWeb ページの集まりであるWeb サイ
トに関する情報を記述するための XMLベースの言語で
ある．例えば，各ページのタイトル， URL，要約，更
新時間などを含んでいる．定期的に取得することによっ
てサイトの更新情報を取得することができる．
RSS は XMLで記述されているため，ソフトウェア的
な処理に適している．例えば，変更のあったページのタ
イトルだけを表示する，他の RSS とマージした形で表
示する，など応用処理もいろいろと考えられる．
一つの応用例としてポッドキャストと呼ばれる音楽・
音声ファイルの配信サービスも生まれている．ポッド
キャストは RSS ファイルとして音楽・音声ファイルの
更新情報を配信し，専用のソフトウェアがその RSS を
解釈して最新の音楽データなどを自動的に取得する仕組
みである．音楽データという情報へのアクセス性が RSS

を用いることによって向上した一例といえる．
RSS は Web 上のデータに対する一つのメタデータで

ある． RSS によってWeb 上のデータの意味付けが行わ
れ，プログラム的にアクセスしやすくなる．結果として
データへのアクセス性が高まることになる．

タギング

タギングとはタグと呼ばれるキーワードをWeb 上の
ページやWeb 上に置いた画像などに付けることによっ
て，そのページや画像に対して意味を付けることである．
例えば， Flickr（ ）は利用者に対してWeb 上に画像を

保存し，公開するサービスを提供している．画像に対し
てだれもが任意のタグを付加することができ，そのタグ
を検索することによって画像の検索を可能としたり，画
像の整理に用いられたりされ，画像へのアクセス性を高
めている．
タグは非常にシンプルな作りであるため利用者が簡単
に付加することができ，活用することも容易である．そ
の結果としてデータに対しての意味付けが広く行われ，
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図 AJAX AJAXは非同期にデータを取得し，ページの必要
な部分のみを更新する．



データへのアクセス性を高めることになる．また，タグ
は通常Web API によって取得可能になっていることが
多く，その単純さゆえにプログラム的にも扱いやすく，
新たなサービスを生み出す可能性を高めている．

Web の今後と課題

Web は，その利用者から見れば，その先に無数のサー
ビスがWeb API として提供され，無数のデータがアク
セス可能であり，自分からデータを作り出すことも可能
な広大なプラットホームである．また，データを公開す
る側から見れば，そのデータに興味のある人が無数に存
在し，そのデータをWeb API として公開すれば，それ
を活用しようとする人が無数に存在する広大なプラット
ホームである．利用者もWeb API やデータの提供者も
すべてが同じプラットホームに参加し，有機的なつなが
りが進行していく．
本稿では， Web の技術とはそのように広大な

Web というプラットホーム上で，競争力あるデータに
対してWeb 上の無数の参加者からのアクセスを促すた
めの技術でありその活用であるととらえてきた．
今後，例えばセンサや家庭内の様々な機器がネット

ワークにつながりデータを発信し始めるなど，より多く
の参加者が生まれてくる．データの発信者はWeb API

を提供してデータへのアクセスを促進し，Web API が
充実すればWeb API をマッシュアップする新たなサー
ビスも更に生まれてくると予想される．
また，個々のWeb API やデータあるいは参加者自身

が何者であるかを識別することは今後ますます重要に
なってくると考えられる．例えば，Web API を組み合
わせることを取り上げても，そのWeb API が返してく
るデータがどのようなものなのかを知らなければ組み合
わせることはできない．現状では，人間がその Web
API に関する情報を文書などから理解し，Web API を
呼ぶ側のプログラムにハードコードしている．自動化な
ど，より使いやすい世界を考えると，Web API 自体が
メタデータを提供し，自分が何者なのかを示す必要があ
る．WSDL では API の構文や入出力データの型は分か
るが，意味までは記述できない．今後は意味まで記述で
きる方法が必要になってくると考えられる．
データや人間，サービスにそれ自身を表す意味を付与

したり，外部で提供されるデータやWeb API を活用す
るようになると，セキュリティやプライバシー，品質の

保障なども大きな課題になってくる．
企業にとっては，コアデータやサービスをWeb の世

界に提供し，ロングテール上でのビジネスを展開するこ
とが今後重要になってくると考えられる．企業システム
の観点から見ると， Web API を組み合わせて新しい
サービスやアプリケーションを構築するという手法は
サービス指向アーキテクチャ（SOA）と似た考え方であ
る． SOA がトランザクション処理や堅ろう性などを重
視し，Web がアクセス性，軽量性を重視している
点から，今後Web をフロントエンドとして SOA シ
ステムをバックエンドとするようなシステム構成が主流
になっていくと考えられる．
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